
身
延
の
御
覧
蹟
に
就
て

盤

田

義

遜

身
延
賓
識
の
御
異
蹟
に
就
て
調
査
し
た
い
と
思
ふ
が
、
か
、
、
る
乙
と
は
宗
教
の
貨
際
か
ら
見
れ
ば
、
或
は
無
用
の
閑

事
で
あ
る
か
も
知
れ
向
。
併
し
宗
門
其
の
も
の
は
大
事
人
の
生
き
た
六
十
年
の
歴
史
ご
、
そ
の
法
身
の
合
利
た
る
御
遺

文
を
外
に
し
て
は
、
恐
ら
〈
存
在
し
な
い
の
で
ゐ
ら
う
o
故
に
今
日
に
於
て
大
事
人
を
知
る
唯
一
の
資
料
は
、
御
遺
文

を
除
い
て
何
物
も
な
い
の
で
あ
る
。
依
て
御
遺
文
の
研
究
は
聖
人
の
宗
教
に
於
け
る
第
一
資
料
で
あ
る
。

今
先
づ
御
真
蹟
と
御
遺
文
と
の
同
異
を
定
め
て
、
本
問
題
に
入
b
た
い
ご
思
ム
。

一
体
御
異
践
と
い
へ
ば
大
聖
人
御

手
づ
か
ら
執
筆
せ
ら
れ
た
る
、
所
謂
御
異
筆
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
通
例
御
真
筆
と
い
へ
ば
本
隼
即
ち
曇

茶
維
を
意
味
し
、
御
異
蹟
と
い
へ
ば
御
遺
文
を
意
味
す
る
様
で
あ
る
。
若
し
厳
密
に
い
へ
ば
、
御
本
命
で
も
御
遺
文
で

も
、
大
事
人
の
御
執
筆
に
閲
す
る
限
b
共
に
御
真
筆
で
あ
り
御
真
蹟
で
ゐ
る
。
故
に
党
づ
そ
れ
を
分
類
す
る
心
要
が
あ

る
。
こ
れ
に
就
℃
は
肢
に
中
山
の
常
砧
二
師
が
、
御
異
防
御
真
筆
の
目
録
を
「
本
骨
骨
聖
敢
緑
」
と
呼
べ
る
如
く
、
先
づ

身
廷
の
御
回
目
一
一
蹴
に
就
て



身
延
の
御
時
間
続
に
就
て

御
異
民
e

伊
三
分
し
て
御
本
命
と
御
主
一
敬
と
に
n
T
つ
の
が
趨
官
で
あ
る
。
前
者
は
伝
仰
の
到
象
で
あ
b
、
後
者
は
そ
の
説

明
書
で
あ
る
。
且
つ
前
者
に
就
て
も
更
に
佐
前
佐
後
、
民
式
略
式
、
建
治
弘
安
、
再
治
未
再
治
等
の
分
類
は
あ
る
が
、

就
れ
に
し
て
も
御
本
軍
は
御
本
館
で
、
形
式
に
多
少
の
相
違
が
ゐ
つ
℃
も
、
行
者
の
信
念
の
封
照
・
こ
し
て
は
、
高
下
伎

劣
を
論
ず
べ
き
限
り
で
な
い
。
御
本
軍
は
且
ら
く
置
い
て
A
1
御
担
一
一
致
仁
就
℃
、
中
山
の
二
師
の
目
録
に
見
て
も
、
所
謂

御
聖
教
の
中
に
於
て
、
御
書
、
御
消
息
、
宗
要
、
相
博
、
章
疏
、
大
綱
、
要
文
等
の
砂
類
は
あ
る
が
、
御
事
品
川
に
於
℃

も
大
体
そ
れ
を
御
遺
文
と
御
書
寓
三
に
二
分
す
る
が
趨
嘗
で
あ
る
。
印
ち
左
記
の
分
類
の
中
御
許
と
御
消
息
と
は
前
者

に時間・
9
、
宗
要
、
相
停
、
章
疏
、
大
綱
、
要
文
等
は
総
て
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
且
つ
前
者
は
又
こ
れ
を
御
辿

作
と
御
消
息
と
仁
亦
も
、
後
者
は
乙
れ
を
二
亦
し
て
、
宗
要
、
相
博
、
章
疏
等
を
御
寝
本
ご
い
ひ
、
犬
綱
、
要
文
等
を

総
じ
て
要
文
と
い
ム
ペ

3
で
あ
ら
う
。
而
し
て
今
の
研
究
は
専
ら
前
者
の
御
遺
文
部
も
御
書
と
御
消
息
の
御
異
民
仁
闘

し
て
で
あ
る
。

此
の
研
究
の
封
照
之
し
て
は
縮
刷
を
始
め
と
し
て
、
膏
録
内
銭
外
、
縞
集
、
他
受
用
等
刊
お
諸
本
の
原
本
た
る
、
御

異
蹟
そ
の
も
の
、
研
究
で
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
門
下
に
於
て
秘
離
せ
ら
れ
た
御
異
蹟
も
、
肢
に
六
百
鈴
年
の
歳
月
を
粍

て
、
縮
刷
に
就
て
見

τも
〈
大
正
九
年
重
版
、
四
百
九
十
四
篇
）
御
鼻
、
踏
の
現
存
す
る
も
の
は
、
僅
か
に
七
八
十
箭
で

杢
御
遺
文
の
一
割
五
分
に
満
た
ぬ
の
で
あ
る
。
其
他
は
都
て
散
逸
酬
明
滅
に
蹄
し
た
の
で
ゐ
る
。
・
城
中
そ
の
中
の
大
な
る



る
の
が
身
延
賓
戒
の
そ
れ
で
あ
る
。

而
し
て
今
の
研
究
は
貨
に
御
遺
文
針
御
異
政
の
研
究
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
て
は
肢
に
近
年
に
在
て
は
、
明
治
三
十

五
年
縮
刷
刊
行
の
時
以
来
、
稲
田
師
等
に
依
℃
粗
ぽ
完
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
更
に
今
体
に
亘
つ
て
の
編
年
の

営
否
、
そ
の
他
内
容
の
種
々
の
点
に
就
℃
研
究
を
完
成
し
て
、
始
め
て
御
遺
文
研
究
の
完
成
を
期
す
ぺ
主
で
あ
る
が
、

既
に
六
百
五
十
年
後
の
今
日
、
殆

A
ど
完
段
に
近
い
縮
刷
そ
見
て
、

一
度
此
方
面
に
手
を
染
め
た
誰
で
も
、
各
時
代
に

於
付
る
先
塾
の
努
力
の
後
を
追
想
せ
ぎ
る
を
科
ね
の
で
あ
る
。
以
下
身
延
賓
臓
の
御
異
踏
に
就
て
、
研
究
の
一
坊
を
述

ぺ
℃
見
ゃ
う
。

我
等
は
前
項
に
於
℃
御
遺
文
な
る
ち
の
、
立
味
を
強
め
限
定
し
た
が
、
若
し
御
遺
文
を
以
て
前
越
の
如
〈
、
御
脊
又

は
御
連
作
三
御
消
息
と
に
す
る
に
も
せ
よ
、
由
米
大
事
人
の
御
遺
文
に
於
℃
、
御
述
作
と
御
消
息
と
を
n
T
別
す
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
の
事
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
般
密
に
券
類
し
得
ね
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
御
泣
文
を
以
て
御
述
作
と
御
消

息
と
に
限
定
し
た
以
上
、
此
の
標
準
を
以
℃
現
行
の
縮
刷
等
を
見
る
な
ら
ば
、
御
泣
文
と
し
て
は
そ
の
中
よ
b
克
に
削

除
す
ぺ
き
も
の
は
二
三
に
留
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
そ
の
質
例
を
血
中
ぐ
る
な
ら
ば
、
各
積
の
「
一
代
五
時
間
」
の
類
、

身
延
山
御
由
民
蹴
に
就
て



身
廷
の
御
由
民
政
に
就
て

四

「
三
八
敬
」
一
三
七
、

「
三
種
数
相
」
一
四
閥
、

「
今
此
三
界
合
文
ー
一
三
九
九
、

「
後
五
百
歳
合
文
」
四
O
円
「
日
本
異
言
宗
事
」

四
O
七
、
等
の
類
は
、
強
い
て
御
連
作
吉
見
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
は
要
文
と
し
て
御
泣
丈
か
ら
は
且
ら
く
除
〈

べ
き
で
あ
ら
う
。
以
下
大
体
如
上
の
目
安
に
随
っ
て
、
身
延
賓
識
に
あ
っ
た
御
真
蹟
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
と
岡
山

ム。
身
延
賀
臓
が
珍
曲
減
し
た
御
真
蹟
に
就
て
は
、
御
本
軍
並
に
御
聖
教
に
亘
っ
て
、
随
分
保
山
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明

治
八
年
の
大
火
に
文
字
通
b
煙
滅
に
蹄
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
折
り
の
届
出
に
依
れ
ば
「
御
本
隼
二
十
五
幅
、
御
消
息

十
六
幅
、
巻
物
御
消
息
等
九
十
六
幅
、
綴
各
三
十
六
珊
、
御
軽
八
港
’
一
明
治
八
年
焼
失
川

で
、
御
本
命
ご
御
経
以
外
は
全
部

が
御
塾
教
で
、
五
六
十
章
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
今
日
何
に
依
て
之
を
知
る
か
止
い
ふ
に
、
第
十
一
代
の
行
息
朝
師
以
来
乾
二
一
代
建
二
二
代
築
二
八
代
蓮
二
九
代

亭
三
三
代
の
各
先
師
の
「
霊
賓
目
録
」
が
乙
れ
を
博
へ
る
外
、
文
化
五
年
撃
滅
五
二
六
に
居
士
深
見
要
言
に
依
て
出
版
せ
ら

れ
た
る
所
謂
要
言
版
御
書
（
杢
十
四
巻
。
安
一
閥
抗
刷
、
興
古
空
昔
、
安
凶
論
由
来
、
安
山
堅
調
－
奥
書
、
小
志
望
耐
庚
本
．
一
巻
。

開
目
紗
四
巻
、

撰
時
紗
四
巻
、

望
感
一
紗
、
会
主
仇
四
君
、

本
傘
妙
、
会
副
紋

一
審
）
の
「
関
目
録
」
の
最
後
の
在
尾
に

「
身
延
山
秘
蔵
以
一
一

御
直
筆
御
書
＼

一
宇
一
点
無
一
一
相
違
一
令
一
一
再
技
人
口
一
者
也
」
と
身
延
賓
蔵
の
御
異
蹟
ご
校
合
五
三
舟
一
日
泰
代
の
事
を
遮
ぺ
、

更
に
そ
の
附
録
芭
し
て
「
身
延
山
蔵
書
目
録
」
を
掲
げ
て
居
る
が
、
こ
れ
が
烏
有
前
の
身
延
の
御
異
蹟
を
惇
ム
る
最
後



要
言
版
身
延
山
蔵
書
目
録

乾
削
目
録
御
員
蹴
紙
数

の
記
録
で
あ
る
。
最
古
の
朝
師
の
目
録
は
現
存
せ
ぬ
故
に
、
今
便
宜
上
乾
目
縮
舟
を
合
は
せ
て
示
せ
ば
、

開
目
紗

報
恩
紗

表
表
所
々
欠
損

守
護
園
家
論

立
正
安
岡
論

百
円
治
本

撰
時
捗

上
容

新
橋
品
貯

法
華
取
要
秒
一
御
草
案
（
党
本
・
甲
山
）

中
間
欠
損

佐
渡
御
勘
集
録
足
下
妙
、
御
一
仮
・
舞
抄
未

四
保
金
吾
殿
御
書
怨
一
嫉
大
陣
所
破
事

所
々
欠
観

新
膿
妙
奥
前
前
一
瞬
一
秒
女
人
往
生
紗

遊
日
以
来

種
々
御
振
舞
書

崇
峻
天
皇
御
書

初
丁
不
足

身
延
の
御
良
踏
に
就
て

縮
刷
所
在

六
五

七
四
七
？

五

一
四
六
六

一
八
b
T

二
二

0
9・

ニ
O

三
七
三

五

一
一
八
九
？

｛〉

八
九
四

一O
一
二
五
？

一
三
九
六

八

一
七
八
九

？ 

丸

O
四

四

七

九

一
三
八
六

。

一
六
四

O
五



身
延
の
御
反
政
に
就
て

原
誘
法
紗

同

御
草
案

荏
目
以
来

法
蓮
紗

太
田
雄
門
御
幸
一
日
御
草
案

超
円
以
来

光
日
房
御
書

額
悌
未
来
記

諌
暁
八
幡
紗

所
々
不
足

阿
捕
陀
堂
法
印
析
雨
事

初
不
日
ι

四
健
全
吾
樫
迦
備
供
養
事

名
側
一
切
以

全
女
房
搾
迎
怖
供
養
事

雨
前
二
乗
菩
薩
不
作
備
事

地

11P 
＝誓

治
病
紗
御
草
案

泣
け
以
来

清
澄
寺
大
衆
中

終
一
紙
欠
損

一
六

二
五

四
三

C

? 入

一
一
四
人

? 
一
八
b
T

一
四
一
四

九

七

三

七

七

八

二
O
二一

。

一
七
八
九

一
八

一
四
四
四

占
」
、

一

〕

／

一
八
三
へ
）

五．

一O
四
五

五

ニ
ヴ
八
J

? 

一
三
七

O



王
合
域
事

法
円
以
来

四
保
金
吾
殿
御
書

強
仁
妹
御
草
案

方
便
品
事
量
品
長
行

八
九
行
並
添
欣
一
紙

波
木
井
殿
御
書

法
円
以
来

型
密
房
御
書

一
紙
不
込

御
消
息

日
本
働
法
惇
来
次
第
事

初
十
紙
表
裏
共

漢
土
日
域
侍
法
事

遺
日
以
来

一
代
五
時
国

1

j
’
 

到
J

ず

f
r
p

O
御
葬
遺
・
次
第
記
裏
昭
郎
奥
山
狩
四
人
御
一
例

池
岡
本
副
知
守
口
位
折
紙

新
尼
御
前
御
返
事

泣
日
以
来

以
一
察
万
紗
取
一
票
日
御
h

卒
業
中
間
？

天
詩
型
地
天
瑞
相
御
書

身
延
の
御
反
防
に
就
て

? 

一
一
四
五

九

一
六
九
五

一
六
九
八

一
三
三
四無

? 

二一

O
七

四

一
六
五
九

? 
二
五

無
？

? 

凸
不
皐
金
書
上
妻
五
三

? 

一O
八
八

)L 

ヲ

七

一
三
三
八

今七



身
延
の
御
覧
蹟

ι就
て

F、

妙
心
尼
御
返
事

四
字

一
七
六
七

光
日
房
御
返
事

初
了
不
足

一一

二
O
六

新
尼
御
前
御
返
事
身
一
筆
法
文
州
事

治
日
以
来

? 

天
雌
型
地
天
御
書
瑞
相
御
書
連
・
文
？

p、
・←且．

上

? 

行
敏
妹
御
曾
遁
等

北
韓
日
以
来

？ 

O
大
師
講
番
帳

諸
宗
折
伏
御
書

遠
目
以
来

? 

事
密
房
御
書

四

績
九
九

以
上
四
十
八
遁
で
あ
る
が
、
其
の
中
「
御
葬
遺
失
第
記
」
は
池
田
本
畳
寺
閉
山
中
老
日
位
の
筆
で
あ
り
、
叉
「
大
師

議
番
帳
」
は
若
し
事
筆
と
し
て
も
、
二
書
共
に
御
泣
文
で
な
い
か
ら
部
会
四
十
六
遁
で
あ
る
。

そ
の
中
「
取
要
」
「
顕

誘
法
」
「
太
田
」
「
治
病
」
「
強
仁
」
「
以
一
察
寓
紗
」
の
六
筋
は
共
に
御
草
案
で
あ
る
口

且
つ
「
頴
誘
法
紗
」
巳
外
の

「
取
要
」
「
太
田
」
「
治
病
」
の
三
篇
は
中
山
に
御
正
本
が
整
束
し
て
現
存
し
、

「
強
仁
扶
」
も
京
都
妙
頴
寺
に
正
本
が
九

紙
現
存
一
三
三
六
す
る
故
に
、
若
し
御
正
本
を
以
て
す
れ
ば
、
四
十
一
過
ご
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
此
の
中
に
於
て
現
存

の
御
遺
文
に
封
照
す
れ
ば
、

「
方
便
蓄
量
長
行
」
「
日
本
働
法
次
第
」
「
御
消
息
」
「
漢
地
H
域
惇
法
事
」
「
諸
宗
折
伏
御



書
」
後
の
「
新
尼
御
返
事
」
の
六
遁
は
、

現
存
し
な
い
故
に
他
の
断
片
や
ら
何
や
ら
不
明
で
あ
る
。
故
仁
右
四
十
八
通

中
現
存
遺
文
中
明
確
な
る
は
三
十
通
内
外
で
あ
る
o

こ
れ
に
依
て
身
延
に
於
け
る
最
後
の
御
真
蹟
の
般
態
を
知
る
乙
と

が
出
来
る
。

更
に
湖
つ
℃
身
延
に
於
げ
る
行
皐
朝
師
聖
滅
二
一
八
以
来
遠
泊
亨
師
取
古
川
四
三
O

に
至
る
、
二
百
年
間
に
於
げ
る
六
目

録
に
就
て
見
る
に
、
身
延
歴
代
中
古
来
朝
立
停
、
重
乾
遠
、
脱
省
亨
の
各
時
代
は
、
熟
れ
も
中
興
三
師
を
以
て
呼
ば
る

、
加
〈
、
今
の
「
霊
賓
目
録
」
が
ま
た
そ
の
事
買
を
明
か
仁
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
も
御
真
蹟
の
上
に
就
て
は
、

三
時
代
は
次
の
如
く
初
二
は
蒐
集
時
代
、
最
後
は
保
存
時
代
で
あ
る
。
若
し
御
泣
文
か
ら
見
れ
ば
初
は
正
し
く
蒐
集
時

代
、
第
二
は
刊
行
時
代
、
第
三
は
流
布
時
代
三
も
い
ふ
。
へ
き
で
あ
ら
う
。

先
づ
行
事
朝
師
の
「
霊
賓
目
録
」
に
就

τは
、
既
に
正
本
を
逸
し
て
居
る
故
に
、
今
は
「
身
延
山
史
」
六
八
に
依
る
外

は
な
い
が
、
身
延
に
於
け
る
目
録
も
内
容
に
就
て
は
中
山
と
同
じ
く
、
先
づ
本
寧
・
次
が
車
教
の
順
序
に
な
っ
て
居
る
。

故
に
今
の
朝
師
目
録
も
そ
の
中
御
遺
文
と
し
て
は
、
無
名
の
五
立
と
共
に
三
十
六
市
を
列
ね
て
居
る
が
、
惜
い
哉
執
筆

の
年
代
を
逸
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
そ
の
年
代
を
定
め
る
な
ら
ば
、
朝
師
入
山
究
院
二
年
と
入
滅
明
機
九
年
’
ど
の

身
延
の
御
良
蹟
に
就
て

九



身
廷
の
御
覧
践
に
就
て

二
O

中
問
、
印
ち
御
在
山
四
十
年
の
中
間
、
相
ぽ
二
十
年
の
文
明
十
二
年
翠
一
減
一
九
八
頃
の
も
の
と
す
る
外
な
い
。
此
の
目
録

中
特
に
注
意
す
ぺ
主
は
、
「
庵
室
修
復
書
」
一
六
五
七
で
、
こ
れ
は
第
四
箱
自
の
「
御
消
息
四
祇
御
文
、
去
文
永
十
一
年
六
月
十
七
日

合
廿
一
行
」
と
あ
る
も
の
で
、
若
し
朝
師
の
「
元
組
化
導
記
」
に
依
れ
ば

此
御
文
章
御
消
息
、
日
朝
不
慮
戚
得
、
大
坊
奉
二
納
之
一
畢
、
金
書
問

L
」
ゐ
る
如
く
、
文
明
十
年
朝
師
五
十
七
議
片
隈
津
行
商
学
院
、
帥
も
今
の
賛
林
坊
へ
御
隠
棲
の
頃
戚
得
し
て
、
身
延
の
賓

戒
へ
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

斯
の
如
く
朝
師
は
一
方
異
蹟
を
蒐
集
す
る
と
共
に
、
他
方
泣
文
蒐
集
に
殆
ん
ど
杢
力
を
注
が
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に

現
に
身
延
文
庫
に
珍
戒
す
る
も
の
、
録
内
五
十
四
舟
現
二
O
冊
百
二
通
、
録
内
柿
闘
十
五
冊
現
六
冊
三
十
六
通
。
銭
外
三

十
四
珊
現
一

o
f日
通
、
郎
ち
内
外
合
し
て
二
百
三
十
八
通
の
御
泣
文
を
、
手
づ
か
ら
筆
録
蒐
集
せ
ら
れ
て
居
る
。
加
之

日
疋
等
の
中
自
ら
註
蒋
し
た
る
「
朝
師
見
聞
」
は
、
賞
に
五
大
部
外
二
十
一
章
四
十
四
巻
ハ
宗
会
見
聞
第
一
き
に
及
ん
で
居

る
。
印
も
後
世
所
謂
銭
内
外
の
殆
ん
ど
全
部
が
朝
師
に
依
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
且
つ
後
世
録
外
の
内
に
編
入

（
外
五
四
O
）
せ
ら
れ
た
る
、
朝
師
戚
得
の
「
庵
室
修
復
」
は
A
1
の
銭
外
中
に
見
嘗
ら
ぬ
が
、
こ
れ
御
遺
文
編
輯
に
闘
す

る
一
資
料
で
あ
る
。
若
し
朝
師
の
遺
文
蒐
集
に
闘
す
る
問
題
は
叉
改
め
て
越
ぶ
る
こ
と
に
す
る
。

次
で
約
百
年
後
に
嘗
る
乾
遠
二
師
の
目
録
で
あ
る
が
、

乙
れ
身
延
の
「
霊
賓
目
録
」
の
第
二
期
と
い
ふ
ぺ
主
も
の
で



あ
る
o

先
づ
第
廿
一
代
寂
照
乾
師
の
「
霊
賓
目
録
」
に
就

τ見
る
仁
、
現
存
す
る
身
延
の
霊
・
賀
目
録
の
正
本
と
し
て
は

最
古
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
題
じ
「
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
賓
記
録
、
慶
長
八
年
突
州
十
月
十
五
日
、

1
t包
甲
一
と

1
4阜
斗
イ
主
』
L

あ
る
如
く
、
事
減
三
百
廿
一
年
朝
師
の
寂
後
二
百
年
後
の
も
の
で
ゐ
る
。
こ
れ
も
矢
張
本
命
と
翠
殺
と
の
順
に
記
さ
れ

℃
居
る
が
、
就
中
今
は
そ
の
御
遺
文
の
み
に
就
て
見
る
な
ら
ば
、
敢
に
於
て
は
五
十
三
章
、
御
異
蹟
の
紙
載
に
於
℃
約

六
百
八
十
四
枚
で
あ
る
。
之
を
朝
師
の
三
十
六
章
に
劃
す
れ
ば
十
七
章
の
増
加
を
見
る
が
、
紙
数
に
於
て
は
朝
師
の
目

録
は
「
報
恩
紗
」

「
八
幡
捗
」
等
の
如
き
は
全
然
記
入
が
な
い
た
め
、
四
円
十
五
枚
を
敷
ふ
の
み
で
何
と
も
仕
様
が
な

ぃ
。
斯
〈
乾
目
が
十
七
章
を
増
し
た
こ
と
は
、
勿
論
整
理
や
蒐
集
の
結
果
に
依
っ
た
の
で
あ
ら
う
、
が
、
そ
れ
等
の
中
名

稽
の
剣
然
し
た
も
の
に
突
の
六
章
が
あ
る
。

議
長
日
川
長
行
並
迭
蹴
現

火

妙
心
尼
御
返
事

一
四
六
七

別
営
御
坊
御
返
事
績
九
九

四
保
金
吾
殿
御
書

一
六
九
五

一
六
九
八

崇
峻
天
皇
御
書

一
六
四

O

一
六
仰
五

全
前
得
道
有
無
事
一
O
四
五

此
の
外
車
に
御
消
息
又
は
御
書
と
い
ふ
も
の
十
六
遁
の
中
、

「
庵
室
修
覆
書
」

の
外
は
恐
ら
〈
は
、

何
れ
の
か
御
消
息

又
は
御
書
の
断
片
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

今
乾
自
に
就
て
そ
の
重
要
な
る
一
点
に
就
て
紹
介
し
た
い
の
は
、
如
何
に
乾
師
が
御
異
蹟
の
保
存
に
注
意
せ
ら
れ
た

か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
郎
も
乾
目
は
紙
教
は
三
十
四
枚
で
本
隼
塾
教
の
次
第
は
常
の
如
〈
で
あ
る
が
、
御
泣
文
の
御

身
延
の
御
国
民
践
に
就
て



身
延
の
御
民
践
に
就
て

異
蹟
に
就
て
は
、
御
文
の
始
終
、
並
に
紙
敢
行
数
を
始
め
、
欠
損
の
個
所
は
切
取
又
は
破
損
の
形
朕
ま
で
綿
密
丁
寧
に

記
さ
れ
て
居
る
。
今
試
み
に
七
箱
の
始
に
あ
る
安
岡
報
恩
の
二
抄
に
就
て
示
す
な
ら
ば
、

七

箱

之

内

第

一
、
立
正
安
国
論

最
初
御
迭
肢
一
紙
御
文
一
五
「
雄
未
入
見
参
0

・
：
：
：
：
故
最
最
明
寺
入
道
後
進
寛
之
o
」
巳
上
十
行
宇

御
正
文
二
十
紙
夕
一
題
続

四
百
一
行

奥
書
文
麿
元
年
庚
申
太
才
一
劫
之

一
、
報
思
抄

初

御
筆
＝
テ
四
港

報
思
抄

H
蓮
撰
之

「
夫
老
狐
ハ
三
方
乃
空
此
日
」
マ
ヂ

九
紙
此
内
庭
々
鼠
食
慮
有
り
（
一
四
五
一
I
t
－
－
四
五
五
の
一

0
5

「
輸
？
巳
下
法
花
経
の
大
怨
敵
の
中
ぞ
か
し
」
7
J
T

不
足
（
一
四
五
五
の
一

O
行
l
一
四
五
八
の
二
行
）

ヨた「
況
滅
度
後
と
申
て
未
川
市
乃
世
に
は
ヨ
リ
い
よ
／
＼
真
言
盛
h
な

b
け
り
但
」
7
J
T

十
四
紙
、

此
十
四
紙
ノ
内
ハ



一
行
号
無
不
足
ハ
一
四
五
八
竺
二
行
1

1
一
四
六
六
の
三
宮

表
裏
共
－
一
御
筆
也

一
、
報
恩
抄

初
云
、
三
、
「
所
謂
弘
決
理
鑑
疏
記
こ
れ
な

b
7
代
々
－
座
主
相
承
英
」
T

一T
巳
上
十
六
紙
（
一
剛
…
良
川
均
一
間
）

ム
ラ
三
ョ
リ
四
ニ
移
ル
問
御
文
章
相
績
付
b
o

四

「
不
品
束
縛
在
後
輩
ヨ
リ
皆
自
語
相
遣
さ
い
ゐ
ぬ
ぺ
し
、
他
宗
の
人
は
よ
も
用
じ
と
」

此
マ
ダ
一
紙
、
此

次
一
一
紙
不
足
ハ
一
四
七
四

l
大
行
、
金
一
三
行
）

御
文
云
「
義
異
の
正
文
に
相
違
せ
ば
あ
る
」
ヨ
リ
四
末
「
若
以
段
罵
万
杖
打
研
』
T
J
T

十
三
紙
巳
上
了

（
一
四
七

五
l
六
行
、
一
四
八
二
l
l
一
O
行）

巳
上
一
審
廿
九
丁
有
之
、
巳
上
表
之
亦
也
。
裏
三
氏
一
長
一
一
長
二
等
ノ
丁
付
有
之
。

「
及
奪
衣
鉢
種
々
資
具
」

巳
下
川
御
返
品
。
縫
目
ノ
底
何
毛
先
後
ノ
紙
ニ
御
筆
カ
＼
レ

9
0
（
原
本
七
紙
ヨ
リ
十
祇
マ
ご

斯
の
如
〈
細
心
の
注
意
を
以
て
記
さ
れ
て
あ
る
故
に
、
現
に
御
正
本
な
〈
と
も
そ
の
賃
肢
を
初
練
し
得
る
の
で
あ
る
。

故
に
御
正
本
無
き
今
H
よ
b
見
れ
ば
、
斯
の
如

3
記
録
は
御
正
本
と
同
一
偵
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
特
に
近
来
或
は
世

問
事
者
が
偽
作
と
疑
ふ
所
の
「
種
々
御
振
舞
御
書
』
の
如
き
は
、

身
延
の
御
輿
践
に
就
て



身
延
の
御
撰
践
に
就
て

二
四

ア
リ
文
字
不
見

一
、
「
円
い
け
一
去
文
永
五
年
後
正
月
十
八
日
両
戎
大
蒙
古
闘
。
ま
か
せ
い
で
ぬ
」
巳
上
十
九
紙
整
束
セ
リ
（
一
一
一
一
八

六
l
一
三
九
六
の
七
行
）

何
モ
御
筆
前
後
ノ
紙
－
一
ヵ
、
レ
リ
（
原
十
一
紙
）

ご
記
せ
る
如
く
、
御
異
作
な
る
乙
と
は
勿
論
、
現
存
の
も
の
も
初
に
猶
ほ
文
字
の
欠
損
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
何
故
に
斯

の
如
き
記
録
が
御
異
践
の
研
究
に
は
重
要
な
る
資
料
で
あ
る
か
は
明
か
で
あ
る
。

其
他
乾
目
に
就
て
注
意
す
べ
き
乙
と
は
、
該
目
録
中
の
第
九
の
「
怨
嫉
大
陣
低
破
等
」

Z
レ
ふ
の
は
、
「
瑞
相
御
書
」

一
三
三
八
の
設
で
あ
っ
て
、
第
十
六
の
「
四
保
金
吾
殿
御
書
」
一
七
八
九
が
そ
れ
で
あ
る
。

又
第
廿
一
の
「
一
代
五
時
鶏

固
」
七
枚
は

遠
私
云
此
御
害
者
依
－
一
日
乾
営
山
相
績
一
、
従
三
惣
山
途
ニ
談
会
一
被
ν
遺
ご
遺
本
尚
寺
一
也

と
遠
師
の
註
せ
し
如
く
、
本
満
寺
に
分
興
し
た
の
で
ゐ
る
。
故
に
鯛
後
の
目
録
に
依
い
て
居
る
が
、
そ
の
内
容
は
現
存

の
就
れ
と
も
異
る
様
で
あ
る
。
叉
断
片
十
六
通
中
最
後
の
二
通
中
、
三
行
の
も
の
は
加
治
左
馬
固
悔
院
は
信
、
二
行
舟

八
字
の
も
の
は
西
坊
日
近
の
寄
閉
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
居
る
。
此
点
か
ら
見
て
営
時
断
片
・
な
b
と
も
保
存
に
努
め
た
乙

と
が
明
か
で
あ
る
。

第
三
に
廿
二
代
心
性
遠
師
の
目
録
に
就
て
見
る
に
、
最
初
に
「
身
延
山
久
遠
寺
蓮
組
御
異
翰
入
画
之
衣
第
。
慶
長
十

乙
巳
年
卯
月
十
一
日
、
円
建
花
押
」
と
記
し
℃
あ
る
が
、
此
時
に
は
い
よ

f
k蒐
集
に
努
力
し
た
結
果
、
六
十
五
を
以



て
敷
へ
る
の
で
あ
る
。
英
中
名
稀
の
剣
然
な
る
も
の
四
十
七
章
を
の
他
十
八
章
で
、
乾
目
に
艶
し
て
断
片
類
と
し
は
て

僅
仁
二
・
遁
を
増
し
た
の
み
で
あ
る
。
攻
に
乾
目
に
あ
っ
て
今
侠
く
も
の
は
本
満
寺
へ
舟
奥
し
た
「
一
代
五
時
鶏
園
」
の

外
「
強
仁
蹴
革
案
」

「
爾
前
得
道
有
無
事
」
一
O
四
五
（
此
の
ニ
章
は
後
に
ゐ
る
を
見
れ
ば
恐
ら
〈
脱
落
し
た
の
で
あ
ら

う
）
の
都
人
口
三
章
ゐ
る
が
、
遠
目
に
増
加
し
た
の
は
左
の
十
二
章
で
あ
る
。

八
風
事
ハ
四
保
金
寄
殿
御
返
事
ご
四
五
五

波
木
井
殿
御
書
一
二
O
七

佐
渡
御
勘
気
御
援
し
舞
一
秒
未
分

王
合
域
事
二
四
五

漢
地
日
域
構
法
寺
？

諸
宗
折
伏
御
消
息
？

身
延
並
安
州
事
？

治
病
抄
草
案

妙
心
尼
御
返
事
？

曾
我
大
臣
御
前
息
？

新
尼
御
前
御
返
事
一
O
八
八

天
持
型
地
天
事
瑞
相
御
霊
断
片
欺

斯
〈
多
数
を
蒐
集
す
る
に
就
て
は
、
勿
論
養
珠
夫
人
等
の
外
護
も
あ
っ
た
ら
う
が
、
就
中
今
回
一
偽
書
と
剣
明
し
た
「
波

木
井
殿
御
書
」
も
あ
b
。
且
つ
「
入
風
事
」
「
佐
渡
御
勘
気
」
「
治
病
抄
案
」
の
三
章
は
共
に
本
妙
寺
の
事
数
目
録
に
も

見
ゆ
る
所
で
あ
る
。
向
ほ
遼
師
の
記
録
に
依
れ
ば
元
和
元
年
再
住
の
時
ま
で
に
、

「
守
護
岡
家
論
」
十
八
枚
中
七
枚
の

不
足
を
生
じ
、
叉
「
興
起
の
御
書
」
は
全
年
修
補
し
て
第
一
一
幽
に
加
入
し
た
と
記
さ
れ
て
居
る
。

斯
の
如

c乾
遼
雨
師
は
重
師
の
命
を
奉
じ
て
、

一
方
に
は
御
本
隼
の
蒐
集
に
努
め
っ
、
、
他
方
に
は
五
大
部
外
「
守

護
国
家
論
」
「
H
妙
聖
人
御
書
」
「
四
保
金
吾
御
者
」
「
地
引
御
曹
」
の
四
章
を
加
へ
た
、
所
謂
慶
長
板
百
部
摺
ぞ
枕
訂
刊

身
延
の
御
良
践
に
就
て

二
五



身
延
の
御
撰
践
に
就
て

一一占ハ

行
し
た
の
で
あ
る
。

四

攻
で
第
三
期
と
も
い
ふ
J

へ
き
、
第
廿
八
代
妙
心
築
帥
、
廿
九
代
隆
源
遊
師
、
品
川
三
代
速
約
亨
師
の
三
日
銀
で
あ
る
が
、

先
づ
築
師
の
目
録
に
就
て
見
る
に
、
内
題
に
「
身
延
霊
賓
目
録
、
高
治
二
年
巳
亥
霜
月
十
五
川
、
高
拾
三
年
十
二
月
朔

日
改
別
」
と
あ
る
如
〈
、
二
積
の
目
録
が
あ
る
が
、
最
初
の
寓
泊
二
年
の
も
の
は
、
高
治
二
年
十
一
月
廿
七
代
通
心
境

師
入
農
の
翌
月
目
録
作
製
に
着
手
し
、
先
づ
軸
物

rけ
を
鞍
理
し
殊
に
御
本
隼
に
就
て
、
各
そ
の
紙
載
を
明
細
に
記
入

し
た
の
が
そ
の
特
長
で
あ
る
。
衣
で
翌
三
年
に
御
塾
教
の
整
践
に
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
目
録
の
最
初
に

以
一
一
選
師
御
改
箱
入
日
記
帳
一
別
新
記
置
、
此
目
録
一
向
不
ν
A口
候
問
、
不
ν
可
レ
致
ν
正
者
也
。

高
治
三
年
十
二
月
朔

目
、
日
実
花
押

と
あ
る
に
察
す
る
に
、
遠
帥
後
瓶
要
深
の
三
師
を
経
て
、
富
留
那
濯
師
の
時
に
箱
の
入
替
が
あ
っ
た
た
め
、
従
前
の
目

録
と
は
舎
は
ぬ
故
、
御
事
敢
に
就
い
て
は
別
に
一
々
突
き
合
せ
て
目
録
を
作
ら
ず
に
、
大
体
遺
師
の
目
録
を
踏
襲
し
た

様
で
ゐ
る
。
故
に
整
理
し
た
軸
物
に
な
っ
た
御
消
息
口
げ
を
奉
〈
れ
ば
、

興
起
之
御
消
息

一
六
五
七

御
消
息
金
餅
二
十
枚
等
一
週
整
口
此
二
紙
十
六
行

佐
渡
房
御
書
此
御
番
新
載
目
録



御
所
御
返
事
大
一
品
目
御
書
門
店
三
巴
十
九
行

西
山
殿
御
返
事
績
九
二

武
蔵
公
御
房
績
九
三
千
六
行

師
背
息
貧
困
介
の
巾
上
候
一
斉
云

i
i
s
 

御
消
息

一
妙
合
て
：
・
草
木
山
一
百
一
五

御
消
息
朗
制
御
寝
疏
中
布
一
冗
一
組
御
民
翰

御
消
息
此
親
等
云
一
宮
、
八
行
境
削
新
入
此
箱
也

の
十
軸
で
あ
る
が
、

「
興
起
の
御
書
」
は
本
隼
と
共
仁
第
一
副
に
、
他
は
総
て
第
三
曲
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
且
つ
此

等
の
諸
篇
は
、
遠
師
再
住
の
頃
ま
で
の
蒐
集
に
拘
は
る
も
の
、
様
に
思
は
れ
る
。
何
れ
仁
も
せ
よ
「
興
起
の
御
書
」
以

外
は
実
自
民
於
て
剣
然
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
で
第
五
の
廿
九
代
隆
源
蓮
師
の
目
録
で
あ
る
が
、
此
時
代
に
は
目
録
は
勿
論
、
御
異
蹟
の
保
存
上
一
記
元
を
劃
し

た
も
の
で
、
延
山
御
型
敢
に
闘
し
て
は
特
筆
す
ぺ
き
修
覆
整
理
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
先
づ
「
霊
賓
目
録
」
の
奥
書

R 
奥
京
都
住
佐
野
氏
喜
太
郎
昌
長
、
定
文
八
年
秋
凌
＝
於
山
海
一
、
詣
一
－
干
此
山
二
軍
賓
悉
＃
寛
之
。

悲
ニ
痛
表
軸
之
儒

相
一
、
慎
二
憐
胤
紙
之
朽
損
一
。
雇
ニ
下
於

禁
裏
御
表
具
削
中
日
足
七
郎
兵
街
雅
克
、
同
御
枇
一
師
潰
凶
衣
左
衛
門
貞
直
等

三
四
輩
一
。
従
t

寛
文
十
庚
成
年
季
秋
一
、
雨
面
御
筆
者
批
ν
之
裏
一
一
打
之
一
。
或
各
紙
数
多
者
者
減
之
、
或
紙
戴
少
者
増

之
、
至
＝
子
寛
文
十
二
壬
子
孟
春
一
、
倉
本
九
十
六
、
械
本
三
十
六
、
都
合
一
百
三
十
二
軸
、
修
飾
巳
成
就
畢
。
依
ν
悲

改
＝
古
之
目
録
一
新
誌
ν
之
者
品
。

身
延
の
御
園
長
践
に
就
て

二
七



身
延
の
御
撰
蹟
に
就
て

二
人

寛
文
十
二
壬
子
歳
孟
春
吉
鮮
日

第
二
十
九
世
隆
源
院
日
蓮
花
押

と
あ
る
如
く
、
寛
文
八
年
の
秋
京
の
佐
野
昌
長
な
る
人
が
参
拝
し
℃
、
身
延
の
御
霊
賀
を
拝
観
し
た
所
、
御
真
蹟
の
表

装
な
ど
が
風
間
末
の
上
且
つ
非
常
に
朽
損
し
て
居
っ
た
の
で
、
早
速
乙
れ
が
修
捕
を
思
ひ
立
ち
、
蓮
師
の
諾
を
得
て
禁
裏

の
表
具
師
中
尾
雅
克
．
経
師
潰
岡
貞
直
等
三
四
人
を
雇
い
来
っ
て
、
寛
文
十
年
の
秋
か
ら
、
十
二
年
の
春
ま
で
約
一
ケ

年
半
の
日
子
を
費
し
、
紙
数
な
ど
ち
悉
く
平
均
し
て
、
倉
本
九
十
六
巻
、
繊
本
三
十
六
畑
、
都
合
一
百
三
十
三
軸
と
し

て
十
舟
の
手
入
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

備
は
そ
の
内
容
に
就
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
中
御
遺
文
部
も
御
書
並
に
御
消
息
の
教
に
於

τは
、
全
部
容
軸
ご
し
て
五

十
四
部
六
十
五
軸
、
御
書
官
刊
の
御
塾
教
は
み
一
部
械
舟
芭
し
て
、
五
十
六
部
六
十
七
珊
で
大
体
半
々
位
で
あ
る
。
乙
れ
を

十
三
曲
に
舟
ち
且
つ
録
内
目
録
に
準
じ
て
、
初
に
御
遺
文
次
仁
御
連
敷
の
順
に
納
め
た
の
で
あ
る
。
卸
も

第
一
一
幽

...... ・r、
巻

第
二
画
_._ 
f、
巻

第
三
画

八

巻

第
四
画

八

港

第
五
画

十
四
港

第
六
画

十
四
巻

第
七
画

十
一
巻

第
八
画

十
一
審

第
九
幽

八

巻

第
十
曲

十

究是

第
十
一
曲

九
舟

第
十
二
画

十
五
珊

第
十
三
曲

十
二
舟

右
画
数
合
十
三
曲
倉
敷
合
一
百
三
十
二
軸
也
、



左
記
し
て
之
の
目
録
を
「
御
書
並
御
事
数
日
銀
」
と
稀
し
、
右
の
中
第
七
耐
の
第
七
巻
ま
で
が
御
書
で
、
以
下
が
御
事

教
で
あ
る
。
唯
第
十
三
副
の
呆
初
に
「
雨
析
結
事
」

一
目
加
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
〈
『
三
三
蔵
祈
雨
事
』
一
二
五
四
で

あ
ら
う
。

斯
の
如
く
悲
師
の
御
代
仁
は
、
身
延
の
御
事
一
一
教
は
内
容
外
観
共
に
十
1
7
の
整
理
が
行
届
い
た
の
で
あ
る
が
、
斯
〈
十

分
の
整
理
の
出
来
た
の
は
、
朝
師
頃
を
中
心
と
し
℃
御
泣
文
の
蒐
集
に
努
力
し
た
結
果
、
此
時
に
は
録
内
の
御
書
四
十

品
位
も
、

最
初
の
元
和
板
（
本
国
寺
板
）
に
北
で
寛
永
の
三
板
も
既
に
世
に
行
は
れ
、
且
つ
銭
外
二
十
五
巻
も
寛
文
二

年
に
は
刊
行
せ
ら
れ
、
衣
で
寛
文
九
年
に
は
録
内
外
共
に
刊
行
せ
ら
れ
た
如

3
、
寛
文
時
代
の
所
謂
偽
書
苅
行
の
洪
水

時
代
三
も
い
ふ
べ

3
時
期
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
佐
野
氏
の
費
願
も
恐
ら
く
苅
行
に
件
ム
、
御
真
蹟
保
存
の

重
大
意
義
を
戚
じ
た
が
た
め
で
あ
ら
う
。
此
の
如
き
肢
態
で
あ
っ
セ
故
に
、
営
時
宗
門
諸
山
仁
は
録
内
外
の
御
書
も
完

備
し
、
研
究
は
勿
論
御
異
院
の
整
列
仁
も
十
分
の
捺
慮
が
出
来
、
終
に
身
延
の
御
品
目
散
の
根
本
的
の
整
理
を
も
結
果
し

た
の
で
あ
ら

5
0
斯
く
し
て
整
問
せ
ら
れ
た
御
書
目
録
は
、
芹
一
の
如
く
で
あ
る
つ

立
正
安
岡
論
首
怠
統
一
紙

倉

開
目
紗
三
三
丙
一

[ZLJ 
各

撰
時
秒
上

一
巻
巳
上
第
一
前

報
思
紗
二
三
面

法
華
取
要
紗
御
草
案

一
巻

守
護
闘
家
論

四
倉

一
巻
巳
上
第
二
曲

身
延
の
御
員
践
に
就
て

二
九



身
延
の
御
同
県
蹟

ι就
て

照
誇
法
紗
上
下

佐
渡
御
勘
気
又
披
um
－
－
依
知
川
御
全
日

祈
時
紗

御
祈
時
奥

光
H
房
御
者

相
々
御
振
舞
御
書

諌
暁
八
幡
録

四
保
金
五
口
捌
伴
迦
悌
供
養
事

治
病
鈴
御
草
案

渡
木
井
殿
御
井

王
合
域
事

四
保
金
吾
殿
御
荒
川

地
引
御
品
川
H

以
一
切
寓
録
取
要
紗
御
卒
業

二
容う怪巻

一
容
巳
上
第
三
両

二
容ラ怪り怪巻5怪巻港

一
審容－

一
巻
己
上
第
五
両

同
御
草
案

法
蓮
抄

。ろ怪 4怪

四
保
金
五
日
殿
御
4
4
H
怨
峡
心
へ
防
白
破
・
さ
や
一
巻各

公
峻
天
皇
御
十
日

阿
捕
陀
堂
法
印
祈
雨
事

太
田
雄
門
許
御
書
御
草
案

原
悌
末
来
記

同
妻
女
稗
迦
像
供
養
事

強
仁
服
御
草
案

清
慌
寺
大
衆
御
中

雨
前
二
乗
菩
薩
不
作
備
事

型
密
房
御
者
別
件
川
町
仰
防
御
一
返
事

方
便
品
書
丑
品
長
行

首
怠
恥
肌

光
日
一
肘
御
返
事
無
同
地
獄
事

一
容各

一
容
巳
上
第
四
両

5怪5怪各
一
審：｛！さ

一
定港



新
尼
御
前
御
返
事

巻

御
消
息
八
瓜
事

各

妙
尼
御
前
御
返
事

巻

一
代
五
時
固

究主

新
尼
御
前
御
返
事
身
延
喪
主
州
事

容

天
特
使
地
夫
御
書

ラ怪

天
整
地
天
瑞
相
御
者

ラ怪

行
敏
妹
御
曾
遁
等

各

車
密
房
御
書

う怪

諸
宗
折
伏
御
存

各

御
書
室
い
ふ
ん
ぬ
べ

t
i－－－』

港

御
ま
H

廿
『
今
年
中
将
始
：
：
：
』

一
巻
己
上
第
六
耐

行
敏
朕
御
返
答

巻

日
本
働
法
博
来
・
次
第

港

漢
地
日
域
博
法
事

各

集
開
汗
品
目
『
可
引
法
輩
出
酬
：
：
：
』

；
4
2
 

港

集
御
力
廿
『
透
明
w
i
－－：：』

各

集

御

書

七

切

ラ怪

蘇
我
大
臣
御
者

一
巻
己
上
第
七
耐
分

雨
析
結
事

一
舟
第
十
三
両
分

以
上
五
十
四
章
六
十
五
軸
が
、
悲
師
整
束
の
身
延
御
泣
文
の
杢
部
で
あ
る
。
此
の
外
に
「
庵
室
修
援
者
」
等
実
師
の
下

に
掲
げ
た
十
軸
と
、
他
に
「
高
橋
入
道
御
消
息
」

「
中
務
左
衛
門
殿
御
消
息
」
の
二
軸
も
目
録
の
最
後
に
加
へ
ら
れ
て

居
る
が
、
後
の
「
中
務
左
衛
門
殿
御
消
息
」
は
乾
目
第
十
四
の
十
月
廿
九
日
の
も
の
で
あ
ら
う
o

而
し
て
此
等
の
十
二

軸
は
右
の
十
三
陶
百
三
十
二
軸
と
は
別
仁
御
本
軍
箱
に
納
め
ら
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
進
師
の
折
に
は
御
其
肢
は
都
合
六

身
延
の
御
反
政
に
就
て



身
延
の
御
員
蹟
に
就
て

十
六
章
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
寛
仁
事
減
三
百
九
十
年
の
乙
と
に
属
す
る
。

そ
の
後
四
十
年
を
経
て
最
後
の
も
の
が
「
正
徳
二
庚
辰
年
叉
々
改
之
、
三
十
三
世
日
亨
花
押
」
と
あ
る
o
遼
的
亨
師

の
「
西
土
蔵
質
物
録
」
と
内
題
ゐ
る
「
霊
貫
目
録
」
で
あ
る
。
お
同
附
『
泣
文
封
服
部
山
』
九
四
主
戦
之
）
此
の
目
録
に
就
い
て
見

れ
ば
、
悲
目
の
十
三
曲
三
十
二
軸
は
勿
論
他
の
十
二
軸
も
あ
b
、
克
に
軸
物
ご
し
て

法
事
題
目
紗
十
五
行

生
死
一
大
事
等
五
行

無
華
御
消
息

の
三
軸
が
あ
b
、
更
に
第
六
耐
に
「
惇
数
等
：
：
：
」
の
二
行
二
十
字
の
断
片
が
み
の
っ
た
故
に
、
先
の
遊
日
の
六
十
六
市

へ
右
の
四
を
加
へ
て
、
金
部
七
十
章
が
亨
目
に
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
併
し
故
後
の
「
惇
数
等
」
の
断
片
は

旦
ロ
了
代
寺
枇
司
本
多
蹄
正
少
弼
懇
望
故
、
無
一
－
除
儀
一
進
ν
之
故
除
ν
之

曹
と
あ
る
如
く
、

乙
れ
は
寺
吐
奉
行
で
あ
っ
た
本
多
氏
に
升
輿
し
た
故
に
、
亨
自
に
依
る
身
延
賓
臓
の
御
真
翰
は
、
貨
に

六
十
九
軸
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
一
つ
此
の
頃
に
至
つ
て
は
御
異
蹟
に
劃
す
る
相
官
の
見
識
も
出
来
て
来
た
故
に
、

「
波
木
井
殿
御
井
」
の
如
主
は
偽

者
ま
ま
で
は
剣
じ
な
い
が
、
蓮
目
へ
も
亨
目
へ
も
亨
師
は
正
し
く
「
代
筆
也
」
ご
記
入
し
て
居
る
。
叉
亨
目
に
依
れ
ば
「
庵

室
修
覆
去
に
は
「
賓
蔵
出
有
」
と
詰
せ
る
如
く
、
今
日
の
通
h
J
貸
蔵
に
懸
け
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。



五

以
上
が
身
延
に
あ
っ
た
御
異
践
の
全
体
で
あ
る
が
、
最
後
に
是
等
を
現
主
の
御
泣
文
に
針
照
し
℃
見
る
な
ら
、
亨
日

六
十
九
遁
の
中
明
か
仁
現
在
し
な
い
も
の
は
、
耐
入
の
五
十
四
立
の
中

方
便
事
量
長
行
並
迄
朕

一
代
五
時
国

諸
宗
折
伏
御
古

日
本
働
法
惇
来
次
第
事

漠
地
日
域
倖
法
事

蘇
我
大
目
御
書

並
仁
「
御
書
」
三
通
、
「
集
御
書
」
三
遁
の
都
合
十
一
市
左
、
其
の
外
十
五
軸
の
中

佐
渡
房
御
者
、

高
橋
入
道
御
消
息
、

中
務
左
術
門
殿
御
返
事

並
に
「
題
目
録
」
「
一
大
事
」
の
二
断
片
「
御
消
息
」
六
遁
令
計
十
一
市
で
、

印
も
六
十
九
章
中
廿
二
章
は
断
片
若
く

は
全
く
現
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
外
「
強
仁
状
」
「
取
要
紗
」
「
以
一
－
祭
」
「
治
病
紗
」
「
願
誘
法
」
「
太
田
邸
時
」
の

六
章
が
御
草
案
で
あ
り
、

「
渡
木
井
殿
御
書
」
は
偽
虫
円
で
あ
る
。
且
う
「
阿
捕
陀
堂
析
雨
」
は
「
御
振
舞
秒
」
並
に
「
光

日
房
御
書
」
の
断
片
で
あ
り
。

「
佐
渡
御
勘
気
」
は
矢
張
「
御
振
舞
紗
」
の
断
片
で
あ
り
、

「
天
接
地
天
事
」
は
「
瑞

相
御
書
」
の
断
片
で
あ
り
、

「
新
橋
紗
奥
」
は
「
新
橋
紗
」
の
断
片
で
合
計
四
大
断
片
で
計
十
一
章
あ
り
と
す
れ
ば
、

六
十
九
章
中
三
十
三
章
は
他
の
断
片
又
は
現
在
不
明
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
現
に
御
泣
文
民
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、

衣
の
三
十
六
章
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
今
御
翼
民
の
枚
数
、
完
不
、
並
に
縮
刷
の
所
在
を
示
せ
ば

身
延
の
御
民
蹟
に
就
て



身
延
の
御
国
民
蹟
に
就
て

一
、
守
護
闘
家
論

一
八
枚
宇

三
、
頴
誘
法
抄
二
五
枚

（完）

五
、
大
豆
御
書
？
（
完
）

七
、
行
敏
訴
肢
御
曾
遁
？

九
、
新
稽
秒
三
O
枚
奥
？
（
完
）

・・・4・

一
、
爾
前
得
道
有
無
御
書
五
日
夜

一
三
、
王
合
域
事
？

一
五
、
撰
時
秒
上
五
三
枚

一
七
、
瑞
相
御
書
七
枚
一
介
？

一
九
、
種
今
御
振
舞
御
書
一
九
、
五
三
枚
2
5

二
一
、
四
保
金
吾
樟
迦
傭
供
養
事
一
八
枚
2
5

二
三
、
四
僚
金
吾
殿
御
返
事
？

二
五
、
庵
室
修
覆
書
四
枚

二
七
、
四
保
金
吾
御
書
九
枚
（
完
）

二二
O

間
三

O
ハ三四

ノ、

i¥. 
入
九
四
一O
四五

一
一
四
五

一
一
八
九

二
二
三
八

一
三
八
六

一
四
四
四

一
五
四
四

一
六
五
七

一
六
九
四

四

二
、
立
正
安
岡
論
二
O
枚

（完）

四
、
上
行
菩
薩
結
要
付
属
口
侍
九
枚
（
完
）

六
、
行
敏
御
返
事
？

八
、
開
目
紗
六
五
枚

（完）

一
O
、
頴
悌
未
来
記
二
五
枚

（完）

一
二
、
新
尼
御
前
御
返
事
？

一
回
、
法
違
紗

一
八
枚

一
六
、

三
三
臓
一
肺
雨
事
二
四
枚

（宇～〉

一
八
、
清
崎
町
寺
大
衆
中

（完）

一
三
枚

二
O
、
光
日
房
御
書

一
一
枚

（完）

ニ
二
、
報
恩
紗
四
巻
五
二
枚
（
完
？
）

二
四
、
崇
峻
天
皇
御
書

一O
枚

二
六
、
事
密
房
御
書

一一州枚

二
八
、
妙
心
尼
御
前
御
返
事
四
枚
牛

（完）

三
七
三

四
五
八

ノ、

八
七
四
七

九
七
一O
八
八

一
一
四
八

一
二
五
四

一三七
O

二

O
六
四

一四五
一
六
三
九

一
大
五
九

一
七
六
五



二
九
、
四
保
金
吾
殿
御
返
事
八
日
夜

一
七
八
九

一O
、
日
限
女
蒋
迦
悌
供
養
事
一
六
枚
（
完
）

一
八
三

O

三
一
、
諌
暁
入
幡
紗
一
二
枚

二
O
二一

二
二
、
光
目
上
人
御
返
事
ご
枚

（完）

二
O
六

三
一
、
地
引
御
書
五
枚
（
完
）

二
O
八

O

二
四
、
西
山
殿
御
返
事
？

績
九

一
五
、
武
蔵
殿
御
消
息
？

績
九
三

ヱ
ハ
パ
別
嘗
御
房
御
返
事
？

緩
九
九

斯
く
て
右
の
御
異
蹟
並
に
幾
多
の
断
片
は
、
明
治
八
年
の
大
火
に
唯
記
録
の
み
を
残
し
て
悉
〈
焼
失
し
、
今
は
御
真
蹟

と
し
て
は
「
九
郎
太
郎
殿
御
返
事
」
二
枚

一
八
一
九
の
外
、

一
二
の
要
文
断
片
あ
る
の
み
で
あ
る
。

以
上
焼
失
せ
る
中
「
安
岡
論
」
は
別
舎
が
中
山
に
あ
り
、
そ
の
他
草
案
断
片
の
現
存
す
る
も
の
は
、

寸
撰
時
紗
」
の

草
案
は
玉
津
、

コ
ニ
三
識
祈
雨
」
並
に
「
諌
暁
八
幡
紗
」
の
断
片
は
富
士
大
石
寺
に
あ
る
由
で
あ
る
。

穴

由
来
是
等
の
身
延
の
御
輿
蹟
は
、
宗
旭
の
滅
後
次
第
に
集
め
ら
れ
て
、
朝
師
の
頃
に
は
三
十
六
章
と
な
b
、
且
っ
そ

の
後
次
第
に
蒐
集
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
上
越
の
目
録
が
明
確
に
示
す
所
で
あ
る
。
併
し
此
島
氏
一
つ
の
疑
問
の
あ
る
の

は
、
中
山
の
常
踊
ニ
師
の
目
録
に
見
ゆ
る
も
の
が
、
身
延
の
目
録
に
も
見
ゆ
る
一
事
で
あ
る
。

乙
れ
に
就
て
は
先
づ
中

山
の
目
録
を
調
査
し
た
上
で
な
い
と
剣
然
し
な
い
。

身
延
の
御
良
債
に
就
て

玉．



身
延
の
御
国
民
践
に
就
て

中
山
に
今
“
も
術
ほ
数
多
の
仰
異
院
を
蔵
す
る
こ
と
は
、
宮
木
股
が
官
時
の
総
鯛
顕
で
あ
っ
た
乙
と
＼
、
御
山
司
教
を

非
常
に
重
幌
せ
ら
れ
た
乙
と
、
就
中
後
者
に
重
き
を
山
一
回
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
事
は
常
師
の
一
法
草
寺
の
「
定
置
保

ん
Y

事
」
の
第
一
に

一
、
聖
人
御
書
並
六
十
巻
以
下
車
数
等
不
ν
可
ν
出
一
二
寺
中
一
事
、

右
惜
一
塾
教
一
事
雄
ν
似
ニ
法
樫
一
、
至
一
倍
失
一
者
向
甚
一
一
於
彼
二
伯
雄
レ
有
一
一
何
大
事
一
、
出
一
嘗
寺
岡
外
一
事
一
向
可
ν
停二

止
之
一
、
但
至
ニ
要
時
一
於
ご
道
場
一
披
一
一
見
之
一
事
非
一
一
制
限
二
部
一
一
艇
目
録
別
紙
有
之
（
内
一
小
金
上
抑
主
的
一
八
九
）

と
あ
る
の
で
明
か
で
あ
る
。
斯
〈
て
営
時
の
中
山
の
御
事
殺
は
、
法
華
寺
の
分
は
「
常
修
院
本
年
理
教
事
」
（
永
仁
レ
川
年
事

減
一
五
o

宗
杢
上
田
宇
都
一
八
五
）
に
、
叉
本
妙
寺
の
分
は
「
耐
師
本
軍
聖
教
録
」
（
目
安
三
年
型
九
州
大
二
。
企
上
回
O
八
）
に
明
か
で

あ
る
。
名
の
如
く
爾
鋭
は
本
牲
と
塾
教
さ
の
目
録
で
あ
っ
て
、

A
ー
そ
の
御
塾
教
の
中
御
泣
文
の
み
に
就
て
見
る
仁
、
前

者
は
「
本
軍
紗
」
よ
り
「
撮
受
折
伏
事
」
に
至
る
ま
で
六
十
九
章
（

MZ…
名
の
も
の
八
牢
あ
と
、
後
者
は
「
安
同
論
」
よ
り

「
種
々
災
難
根
源
」
仁
王
る
ま
で
八
十
章
ハ
外
無
名
の
も
の
三
事
わ
り
）
O

雨
録
を
令
す
れ
ば
賃
に
一
百
川
十
九
章
で
あ
る
。

就
中
「
安
岡
論
」
の
如
き
は
法
華
寺
に
は
、
常
目
に
依
れ
ば
「
具
書
三
通
有
ν
之
」
と
い
以
。

一
服
日
に
も
「
安
岡
論
並

に
道
正
朕
一
紙
」
の
外
、
大
事
三
郎
の
筆
の
も
の
も
一
章
あ
っ
た
と
い
へ
ば
、
中
山
に
は
一
i

安
岡
論
」
の
み
で
も
五
部

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
慶
長
の
頃
に
は
現
存
の
一
部
と
な
り
、

且
っ
そ
の
一
部
も
第
二
十
紙
を
失
っ
た
の
で
、



慶
長
六
年
霜
月
六
日
に
功
徳
遁
師
が
、
延
山
の
御
正
本
を
以
て
寓
柿
し
た
（
封
一
服
詑
二

g
z倖
へ
る
。

斯
の
如
く
安
園
論
の
事
賞
か
ら
見
て
も
明
か
で
あ
る
が
、
常
師
以
来
随
分
巌
重
に
取
締
っ
た
中
山
の
御
真
蹟
も
、
現

在
は
僅
に
五
十
章
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
縮
刷
は
四
十
九
章
で
あ
る
が
、
「
弊
尼
御
前
御
市
」
九
八
七
と
「
真
言
諸
宗

連
日
」
六
五
二
を
遁
し
、
且
つ
「
木
精
二
像
開
眼
之
事
」
五
二
五
は
他
筆
の
故
に
之
そ
除
け
ば
、
正
に
五
十
な
で
あ
る
o

若
し
稲
田
師
の
「
劃
照
記
」
は
「
其
問
備
供
養
」
六
三
一
一
一
と
ゴ
代
五
時
間
」
縦
一
O
七
と
「
瀧
泉
寺
之
申
状
」
哩
二
O
O
と

を
加
へ
ぬ
か
ら
四
十
七
章
で
あ
る
）

故
に
現
在
で
は
雨
銑
に
惇
へ
る
も
の
＼

二
一
分
の
一
に
過
ぎ
ね
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
℃
も
現
存
の
杢
御
異
蹟
の
約
半
数
は
中
山
に
あ
る
の
で
あ
る
。

若
し
そ
の
散
逸
に
就
て
は
、
現
在
各
所
に
存
す
る
御
異
践
と
中
山
雨
録
と
を
劃
照
す
れ
ば
直
ち
に
知
b
得
る
の
で
あ

る
。
今
先
づ
こ
れ
を
身
延
の
「
霊
賓
目
録
」
と
封
照
す
る
な
ら
ば
、
次
の
如
き
結
果
が
見
ら
れ
る
。

開
目
紗

撰
時
紗

報
恩
紗

諌
暁
八
幡
紗
（
口
上
法
一
帯
・
品
寸
分
）

立
正
安
国
論

守
護
国
家
論

騒
々
御
振
舞
紗

附
官
沙

－

1
1
i
 

崇
峻
天
皇
御
書

阿
捕
陀
堂
法
印
加
雨
事

入
風
事
四
保
金
一
立
山
御
返
事

唱
法
華
題
目
紗
、
断

法
違
紗

額
悌
未
来
記

働
法
渡
年
代

治
病
紗
草
案

本
軍
港
立
事
四
脇
陣
金
主
林
迦
供
養
太
田
鵡
門
御
者
草
案

法
華
取
要
紗
草
案

期
誘
法
紗

身
延
の
御
長
岐
に
就
て

七



身
延
の
御
撰
践
に
就
て

八

佐
渡
御
勘
気
書

昼
下
支
H

傭
御
供
養
日
限
女
将
迦
伶
供
養

（
巳
上
十
八
永
本
妙
寺
分
）

勿
論
「
唱
題
紗
」
の
如
き
は
極
断
片
で
は
あ
る
が
、
法
華
寺
R
7
四
章
、
本
妙
寺
分
十
八
立
都
合
二
十
二
一
平
は
、
中
山
賀

臓
と
身
延
寅
蔵
と
が
共
通
で
あ
る
。
こ
れ
何
時
の
時
代
に
か
中
山
か
ら
身
延
へ
亦
興
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
近
〈
は
遠

師
の
目
録
の
新
加
十
二
立
中
に
き
て
既
に
「
八
風
事
」

「
佐
渡
御
勘
気
」

「
治
病
紗
」
草
案
の
三
立
が
あ
る
。
日
記
等

は
且
ら
〈
遠
師
頃
ご
し
て
も
他
の
大
竿
は
、
そ
れ
以
前
の
事
に
屈
す
る
様
で
あ
る
。

乙
れ
に
就
て
は
雨
山
の
記
録
に
未
だ
右
に
関
す
る
記
事
は
見
官
ら
・
な
い
が
、

唯
親
師
の

「
惇
燈
紗
」
に
依
る
に
、

身
延
山
の
日
進
事
人
様
と
、
日
一
桁
聖
人
は
御
通
用
あ
b
げ
る
故
に
、
骨
骨
師
の
御
代
ま
で
通
用
ゐ
b

3
（
宗
金
史
宮
市
二
四
）

と
い
っ
て
居
る
が
、
由
来
身
延
第
二
組
の
日
向
型
人
は
房
州
男
金
の
産
で
ゐ
り
、
且
つ
上
足
の
日
進
事
人
は
、
或
は
阿

部
氏
の
背
で
、
甲
州
中
巨
摩
郡
今
諏
訪
の
産
（
統
一
一

三
五
五
〉
だ
と
い
ふ
が
、

川
進
事
人
が
中
山
に
親
し
い
V

関
係
よ

－
見
て
、

「
証
議
論
」

「
門
葉
縁
起
」

「
旭
市
川
略
詰
」

（
宗
全
史
侍
ヨ
δ
六
J
一
五
問
、
三
七
二
）
等
の
如
く
、

日
進
聖
人
は

姓
清
原
氏
で
、
下
総
の
園
舎
谷
教
信
の
弐
男
で
あ
b
、
且
つ
鷲
巣
の
小
納
言
日
源
の
合
兄
と
い
ふ
説
に
親
し
い
の
で
あ

る
o
随
っ
て
「
弊
殿
御
消
息
」
八
六
六

の
宛
名
等
に
見
ゆ
る
、
大
港
阿
問
梨
は
叔
父
で
あ
っ

τ、
建
治
二
年
大
準
阿
間

梨
が
入
寂
し
た
後
、

川
準
が
そ
の
名
を
襲
っ
て
大
準
阿
閑
梨
と
砕
し
た
の
で
あ
る
。
且
つ
日
進
は
最
初
を
日
心
と
い
ひ

実
で
日
異
と
改
め
、
最
後
身
延
入
山
の
時
に
日
蓮
と
稀
し
た
の
で
ゐ
る
。
斯
〈
て
弘
安
六
年
十
一
月
藻
原
の
膏
藤
乗
綱



が
、
妙
光
寺
（
今
の
藻
原
寺
）
を
建
立
し
て
日
向
山
一
一
人
を
閉
山
に
仰
い
だ
。
爾
来
日
向
車
人
が
輪
番
登
山
の
情
居
中
は

弟
子
日
準
が
寺
務
を
勤
め
た
c

正
臆
元
年
十
月
宗
組
七
回
忌
の
後
、
波
木
井
殿
の
立
に
依
て
日
向
島
一
一
人
が
第
二
組
三
し

て
、
身
延
に
住
す
る
に
及
ん
で
、

日
進
事
人
は
竹
之
房
正
法
院
に
居
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
故
に
準
師
と
中
山
吉
は
密
接

不
離
の
闘
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
斯
様
の
闘
係
が
「
樽
燈
紗
」
に
所
謂
中
山
之
島
明
延
ご
通
用
す
る
と
レ
ム
内
容
で

あ
ら
う
。

士

如
上
の
記
述
は
甚
だ
抽
象
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
袋
井
す
る
資
料
と
し
て
は
、
中
山
の
第
四
世
一
服
師
の
「
善
根
記
」

が
最
も
明
か
で
あ
る
。
鮎
師
は
中
山
の
大
外
護
者
た
る
千
葉
胤
点
の
息
で
あ
っ
て
、
日
高
仁
弐
で
法
華
本
妙
雨
寺
を
纏

い
だ
の
で
あ
る
。

「
善
根
記
」
は
具
に
「
一
期
所
修
善
根
記
録
」
と
稀
し
て
、
結
師
一
代
の
善
根
録
で
恐
ら
く
砧
師
七

十
七
歳
の
臆
安
七
年
四
月
頃
の
記
録
で
あ
る
。
就
中
そ
の
中
「
身
延
山
参
詣
事
」
に
は

白
一
一
生
年
十
七
歳
大
聖
三
十
三
回
一
正
和
三
年
始
之
。
大
略
毎
年
令
一
一
参
詣
一
。
但
有
一
一
不
参
年
一
、
時
叉
雨
皮
参
訴
之
年
有
レ

之
、
雄
ν
然
爾
度
参
年
稀
有
也
。
不
表
之
年
常
有
ν
之
、
記
録
紛
失
之
問
度
前
不
二
分
明
一
、
任
－
一
大
事
人
仰
照
覧
一
而
巳
。

母
儀
同
道
雨
度
参
詣
0

（
宗
杢
上
吾
首
四
・
九
）

身
延
の
御
由
民
政
に
就
て

九



身
延
の
御
由
民
践
に
就
て

問。

L
乙
筆
を
起
し
、
最
後
謄
安
元
年
七
十
二
歳
ま
で
の
身
延
奉
詣
の
記
録
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

康
永
元
壬
牛
卯
月
三
日
（
四
十
五
歳
）

全

年
甲
申
四
月
一
日
（
四
十
七
年
）

貞
和
二
丙
成
正
月
十
八
日
。
十
月
十
四
日
（
四
十
九
歳
）

会

四
年
十
一
月
八
日
、
魚
品
胤
貞
十
三
回
忌
備
事
一
・
也
（
五
十
一
歳
）

全

六
年
庚
寅
正
月
十
六
日
（
五
十
三
歳
）

延
文
元
年
丙
申
十
一
月
十
二
日

（
五
十
九
歳
）

全

六
年
三
月
十
日

（
六
十
四
歳
）

膿
安
二
年
巳
酉
二
月
九
日

（
七
十
二
歳
）

右
の
記
録
か
ら
推
す
る
に
少
な
〈
ご
も
二
十
回
以
上
参
詣
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
且
つ
「
精
合
糊
建
造
管
結
縁
事
」
に

依
れ
ば
、
身
延
御
影
堂
の
板
本
隼
の
金
箔
を
話
替
し
、
叉
妙
法
尼
（
母
堂
？
）
造
立
の
稗
迦
多
賀
二
備
の
御
身
に
、
方

便
蓄
量
の
雨
品
を
書
寓
し
て
納
め
た
（
宗
金
四
四
六
四
四
七
）
と
記
し
、
更
に
建
武
二
年
仁
は
本
妙
寺
の
本
隼
韓
迦
多
賀
等

を
造
立
し
て
、
全
年
四
月
十
五
日
身
延
に
於
て
、
日
進
聖
人
導
師
の
下
に
供
養
金
管
み
、
二
十
五
日
に
は
本
妙
寺
へ
殿

入
し
た
と
記
し
て
居
る
o



然
ら
ば
営
時
準
師
’
r－
一
服
師
と
は
そ
の
年
齢
の
差
は
何
歳
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
に
、
身
延
賓
戒
の
準
師
書
筆
の
「
玄
義

見
聞
記
」
に
依
れ
ば
、
準
師
が
京
都
に
遊
皐
し
て
玄
義
を
始
め
た
の
が
、
生
年
二
十
五
歳
の
永
仁
三
年
で
あ
る
と
い
ふ

か
ら
、
文
永
八
年
の
誕
生
で
あ
る
。
叉
「
善
根
記
」
の
記
事
か
ら
逆
算
し
て
、
砧
師
の
誕
生
は
永
仁
六
年
で
時
に
進
附

二
十
八
歳
で
あ
る
。
故
に
二
十
七
歳
の
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
準
師
の
入
寂
に
就

τは
、
西
谷
の
墓
石
を
始

め
身
延
の
記
事
は
、
就
れ
も
元
徳
二
年
十
二
月
八
日
と
し
て
あ
る
が
、
堀
之
内
所
蔵
の
「
金
剛
集
」
奥
井
に

法
門
付
蝿
弟
子
け
善
授
典
之
、
建
武
三
年
丙
子
十
一
月

υ、
日
準
判
（
宗
全

上
五
七
）

と
あ
る
故
に
元
徳
二
年
後
進
帥
は
向
ほ
存
命
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
向
ほ
進
師
は
遠
師
目
録
の
向
師
御
本
隼
の
奥
井
に

延
慶
三
年
駄
肘
十
二
月
二
十
二
日
、
付
属
弟
子
H
準
法
師
授
典
之

と
あ
る
如
く
、
延
慶
三
年
四
十
歳
に
し
て
向
帥
の
弟
子
受
茶
維
を
賜
り
、
正
和
二
年
四
十
三
蔵
に
し
て
延
山
第
三
世
の

法
燈
を
継
ぎ
、

翌
正
和
三
年
九
月
三
日
向
師
は
七
十
六
歳
に
し
て
奮
梓
坂
本
村
法
華
谷
に
寂
し
た
の
で
あ
る
が
、

此

年
十
月
宗
姐
三
十
三
回
忌
で
砧
師
十
七
歳
最
初
の
登
山
の
年
で
ゐ
っ
た
。
斯
く
て
症
師
は
延
山
記
録
に
は
貞
和
二
年
十

二
月
二
十
二
日
七
十
六
蔵
入
寂
し
た
と
ゐ
る
。
此
年
砧
師
は
四
月
と
十
月
二
阿
盛
山
し

τお
る
が
、
・
次
回
は
或
は
準
帥

病
気
御
見
舞
と
も
思
は
れ
る
。
（
新
骨
H

妙
頴
寺
の
過
去
帳
は
、
吾
を
七
十
二
蔵
と
し
暦
麿
五
年
の
入
寂
？
と
す
る
。
宗
皐
全

持
こ
れ
に
依
る
）

身
延
の
御
員
蹴
に
就
て

問



身
延
の
御
民
蹴
に
就
て

四

以
上
は
砧
師
と
身
延
と
の
闘
係
で
あ
る
が
、
若
し
進
師
と
中
山
と
の
関
係
に
就
て
は
、
失
張
「
善
根
記
」
に
依
る
に
、

一
柿
師
二
十
八
歳
の
正
中
二
年
H
高
聖
人
の
第
十
三
岡
忌
に
営
っ
て
、
年
の
十
月
本
妙
寺
の
遊
符
を
始
め
、
十
一
月
上
棟

し
、
翌
年
四
月
八
日
に
入
偽
式
を
奉
げ
、
十
六
日
に
身
延
の
貫
主
H
準
型
人
五
十
七
歳
を
屈
請
し
て
開
堂
式
を
替
む
と

記
し
。
叉
延
文
五
年
に
は
持
備
堂
を
造
符
し
て
、
五
月
三
日
身
延
山
別
頭
H
肇
聖
人
四
十
践
を
屈
請
し
て
入
働
式
彰
奉

行
し
た
ず
」
記
し
て
あ
る
。
延
文
五
年
は
砧
師
六
十
三
歳
の
時
で
、
点
和
二
年
に
は
進
師
寂
し
、
越
え
て
四
年
九
月
二
十

一
一
日
善
師
七
十
歳
に
て
入
寂
（
宗
益
上
車
部
伸
一
七
）
し
、
身
延
は
五
世
華
師
の
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

此
等
の
記
事
か
ら
察
す
る
に
、
営
時
身
延
と
中
山
と
は
頻
繁
に
往
復
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
貞
和
五
年
三
月
七
日

蔓
師
は
四
十
六
歳
に
し
て
入
寂
し
、
第
六
世
院
師
叉
醸
安
六
年
六
月
廿
五
日
六
十
二
歳
に
し
て
入
寂
し
、
そ
の
翌
年
五

月
十
九
H
柿
師
は
七
十
七
歳
に
し
て
入
寂
し
た
。
時
に
中
山
五
世
掌
師
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
身
延
は
七
世
叡
師
と
な

っ
た
が
明
徳
元
年
秋
以
来
偶
中
山
之
法
服
問
題
が
起
b
、
従
来
の
雨
山
の
往
復
は
此
時
よ
h
，
絶
え
た
様
で
あ
る
。
故
に

果
し
て
中
山
の
御
聖
教
が
身
延
に
分
た
れ
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
六
世
の
院
師
頃
ま
で
の
問
で
あ
ら
う
。

若
し
そ
の
時
期
に
於
て
は
剣
一
然
知
・
9
得
ぬ
が
、
結
師
の
「
雨
寺
柑
脚
本
掌
害
救
録
」
が
「
康
永
甲
申
二
月
八
日
記
ν

之
」
（
宗
会
会
上
岡
O
六
）
と
あ
る
如
〈
、
甲
申
と
は
康
永
三
年
結
師
四
十
七
歳
の
時
で
、
若
し
准
師
の
寂
年
を
或
設
応
如

〈
七
十
二
歳
ご
す
れ
ば
寂
後
二
年
の
執
筆
で
あ
り
。
若
し
「
別
頭
統
記
」
等
の
如
く
七
十
六
歳
ご
す
れ
ば
、
入
寂
二
年



前
三
な
る
の
で
あ
る
。
説
れ
に
も
せ
よ
結
師
の
目
録
は
そ
の
内
容
に
於
て
、
常
師
の
目
録
よ
b
綿
密
の
点
が
あ
る
（
卸
ち

「
本
隼
紗
訓
蹴
」
「
大
師
講
事
」
等
を
常
修
錬
以
上
に
添
加
せ
る
等
）
が
、
斯
く
綿
密
の
目
録
ぞ
作
っ
た

Z
す
れ
ば
、
一

方
御
真
蹟
を
R
7
興
す
る
こ
と
も
ゐ
b
得
ね
事
で
あ
ら
う
。
且
つ
一
肺
目
の
奥
書
に
は

此
聖
教
彼
幼
稚
小
児
成
人
之
時
す
設
興
一
之
由
申
置
上
者
、
雄
ν
経
ニ
年
月
一
不
ν
忘
一
一
此
趣
二
無
一
一
無
沙
汰
之
義
一
可
ν

返
ν
之
也
。
（
宗
金
上
雲
市
凶
四
六
）

と
充
分
の
注
意
ま
で
咋
か
れ
た
点
か
ら
見

τ、
少
な
く
と
も
踊
目
執
筆
の
成
永
三
年
以
後
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
比
年

第
五
世
H
隼
は
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
此
の
如
主
事
・
貨
そ
綜
合
し
て
、
準
師
在
命
中
の
之
と
で
は
な
か
っ
た
様

に
悶
ω
は
れ
る
。

J¥ 

併
し
此
に
一
つ
の
疑
問
ご
な
る
の
は
、
身
延
資
臓
に
あ
る
進
．
仰
の
御
得
寓
本
並
に
そ
の
奥
咋
で
ゐ
る
。
却
も
準
師
寓

本
の
御
存
ご
い
ふ
の
は
、

「
立
正
翻
妙
」
「
宮
木
殿
」
「
快
華
行
者
値
難
事
L

「
立
正
視
俳
誌
杖
」
「
踊
働
未
来
記
」

持：

々
災
難
起
御
勘
文
事
’
一
断
「
十
挟
界
明
因
果
紗
」
断
「
本
年
紗
」
断
の
八
な
で
あ
る
が
、

此
の
中
本
妙
寺
n
T
の
御
土
け
は

一i
顕
備
未
来
記
」
の
み
で
、
他
は
「
立
正
翻
紗
」
並
に
「
迭
紋
」
、

「
十
法
界
」
は
他
に
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
他
の

E

身
廷
の
御
民
践
に
就
て

11q 



身
延
の
御
民
・
山
闘
に
就
て

四
四

篇
は
軌
れ
も
法
華
寺
分
の
御
書
で
あ
る
。
而
し
て
奥
書
は
「
立
正
観
紗
」
と
「
遺
棋
」
ご
「
未
来
記
」
に
丈
り
で
、
攻

の
如
く
で
あ
る
。

正
中
二
年
乙
丑
三
月
於
一
］
洛
中
三
保
束
極
二
最
運
房
之
本
御
自
筆
有
ν
入
者
ν
之
。
今
子
時
正
中
二
乙
丑
十
二
月
廿
円
書

寓
之
也
。
身
延
山
元
徳
二
皮
午
卯
月
中
旬
謹
寓
也
。
〈
立
一
比
叡
鈴
奥
〉

正
中
二
年
乙
丑
十
二
月
廿
日
。
今
元
徳
二
年
成
年
卯
月
十
三
日
、
於
一
一
身
延
山
久
遠
寺
一
諮
寓
之
也

o
S紋
奥
）

今
元
徳
二
年
一
野
六
月
十
一
日
、
於
コ
久
蓮
寺
御
影
堂
北
廊
一
寓
＝
西
魁
一
。
翁
仰
未
来
起
き

此
の
三
文
に
就
℃
、
並
立
す
ぺ
き
は
三
つ
の
年
披
ご
、
内
容
に
具
略
の
あ
る
乙
と
、
卸
も
初
に
詳
し
〈
後
に
略
さ
れ
て

居
る
こ
と
で
あ
る
。
併
し
後
を
略
し
た
の
は
始
の
券
で
‘
後
の
記
事
は
逆
に
次
第
に
明
確
に
記
3
れ
て
居
る
。
今
年
月

と
場
所
と
を
楳
準
と
し
て
之
を
見
る
仁
、
最
後
の
一
冗
徳
二
年
身
延
は
三
者
一
致
し
、
月
日
に
就
て
は
具
略
は
ゐ
る
が
、

初
の
ニ
つ
は
粗
ぽ
一
致
し
、

「
未
来
記
」

rり
は
六
月
十
一
日
正
ゐ
る
故
に
、
約
二
ヶ
月
の
隔
が
あ
る
の
で
あ
る
。
次

で
一
致
す
る
点
を
求
む
れ
ば
、
先
の
二
紗
の
「
正
中
二
年
十
二
月
廿
日
」
は
同
一
で
あ
る
が
、
執
筆
せ
ら
れ
た
の
は
恐

ら
く
身
延
以
外
で
あ
ら
う
が
、
何
慮
と
も
剣
然
し
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
先
の
「
立
正
観
紗
」
の
正
中
二
年
三
月
京

都
で
寓
し
た
と
い
ふ
記
事
で
あ
る
。
遺
放
に
は
第
三
の
記
事
は
な
い
が
、
御
文
の
閥
係
上
あ
る
も
の
ご
見
て
支
障
な
い

の
で
あ
る
。
今
以
上
の
三
点
を
標
準
と
し
て
身
延
並
に
中
山
の
御
書
と
の
闘
係
を
見
る
に
、

「
立
正
観
紗
」
並
に
「
迭



吠
」
は
雨
山
の
目
録
に
な
い
故
に
、

「
頼
仰
未
来
記
」
に
就
て
こ
れ
を
見
る
に
、
同
御
者
は
本
妙
寺
分
の
御
事
教
録
中

に
あ
る
の
で
ゐ
る
が
、
乙
の
奥
書
の
元
徳
二
年
六
月
は
恰
も
匙
師
六
十
歳
で
あ
っ
て
、
此
年
に
身
延
で
乙
れ
を
寓
し
た

正
す
れ
ば
、
嘗
時
乙
の
御
異
蹟
が
身
延
に
ゐ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
問
で
あ
る
。
若
し
果
し
て
あ
っ
党
ご
す
れ

ば
、
常
時
或
は
中
山
の
御
真
蹟
の
一
部
が
既
に
身
延
に
分
奥
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
分
興
せ
ら
れ
な
い
に
し
て
も

「
立
正
観
紗
」
の
奥
舎
の
轄
寓
年
月
の
事
貫
か
ら
見

τ、
今
の
「
未
来
記
」
は
い
づ
れ
に
し
て
も
御
異
践
の
庇
寓
で
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。
中
山
に
も
身
延
に
も
な
か
っ
た
「
立
疋
観
紗
」
は
営
然
轄
拐
で
あ
る
が
、

「
未
来
記
」
は
中
山
に
あ

る
御
者
で
あ
る
故
に
直
寝
と
見
る
の
が
営
然
で
あ
る
。
故
に
今
の
「
未
椛
記
」
の
井
潟
は
一
肺
日
執
筆
以
前
十
六
年
に
嘗

る
故
に
、
恐
ら
く
分
典
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
借
b
出
し
て
元
徳
二
年
六
月
身
延
に
於
て
寓
さ
れ
た
も
の
と
思
惟
せ

ら
る
＼
の
で
あ
る
。

若
し
今
と
は
一
肌
接
関
係
は
な
い
が
、

つ
立
正
観
紗
」

の
正
中
二
年
の
咋
誌
に
就
て
は
、

御
泣
文
の
蒐
集
史
上
の
事
質

と
し
て
こ
れ
を
迷
ぶ
る
な
ら
ば
、
矢
張
一
肺
附
の
「
善
根
記
1

一
ヤ
見
れ
ば
、
一
服
附
は
二
十
四
歳
文
智
光
年
二
十
七
歳
正
中
元
年

三
十
七
歳
建
武
一
去
十
四
十
三
蔵
岡
町
一
際
一
一
一
年
の
前
後
四
問
に
亘
つ
℃
入
山
附
し
て
居
る
（
宗
会
上
製
部
凶
凶
七
）
が
も
最
初
は
佳
山

（
宗
キ
一
は
佐
山
に
作
三
位
は
作
の
誕
織
と
卸
ち
見
物
で
、

後
の
二
阿
は
法
問
訴
訟
で
卸
も
諌
暁
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
第
二
回

日
は
元
中
元
年
甲
子
同
月
で
正
し
く
理
教
書
寓
の
た
め
と
記
し
て
あ
る
。
且
つ
前
述
の
如
く
翌
二
年
十
月
三
H
に
は
本

身
延
の
御
由
民
践
に
就
て

四
五



身
延
の
御
員
践
に
就
て

問
ノ、

妙
寺
の
建
立
に
着
手
し
、
十
一
月
三
日
に
上
棟
式
を
奉
行
し
た
（
会
上
凶
凶
O
）
ご
あ
る
か
ら
、
元
中
元
年
四
月
以
来
少
な

く
と
も
翌
二
年
の
五
六
月
頃
ま
で
は
、
京
都
万
面
に
在
て
理
教
井
寓
に
従
事
し
た
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
さ
う
と
す
れ

ば
一
ー
立
正
視
紗
’
一
奥
咋
の
最
初
の
正
中
二
年
三
月
洛
中
東
極
に
於
け
る
井
寓
は
、
一
服
附
洛
中
雲
散
咋
寓
中
の
も
の
と
見

ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
突
の
二
年
十
二
月
廿
日
の
特
寓
は
、
定
記
の
事
情
か
ら
見
℃
本
妙
寺
上
棟
式
後
誰
人
か
に
依
℃

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
そ
の
後
六
年
元
徳
二
年
は
正
し
く
進
附
に
依
て
鴨
寝
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

如
上
の
記
事
を
綜
合
す
る
に
、
元
徳
二
年
の
「
如
悌
未
来
記
’
一
式
逝
帥
の
直
寓
と
し
て
も
、
借
用
制
作
度
以
上
仁
は
見

ら
れ
向
。
故
に
中
山
の
御
異
院
が
身
延
に
n
T
け
ら
れ
た
の
は
‘
一
服
目
の
康
永
三
年
後
、
文
徳
の
法
衣
論
争
前
三
四
十
年

問
の
事
ご
児
る
の
が
妥
蛍
で
あ
る
。
且
っ
そ
の
御
真
院
の
大
字
が
本
妙
寺
分
で
あ
っ
た
点
、
が
、
身
延
に
分
た
れ
る
可
能

性
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
事
買
は
身
延
或
は
中
山
の
古
文
十
一
日
で
明
瞭
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
中
山
か
ら
身
延

へ
分
ら
れ
た
の
は
、
必
ず
し
も
文
徳
以
前
の
み
と
は
限
ら
向
。
何
と
な
れ
ば
阪
に
一
言
し
た
如
く
遠
師
の
目
録
に
新
社

に
加
へ
ら
れ
た
、

「
八
風
事
」

「
王
合
城
事
」
等
も
亦
中
山
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
此
の
点
は
民
に
研
究
を

要
す
る
。

最
後
に
身
延
の
御
異
践
に
就
て
大
観
す
る
な
ら
ば
、
身
延
自
体
即
も
直
接
身
延
に
蒐
集
せ
ら
れ
た
も
の
よ
り
、
中
山
系

統
の
も
の
に
重
要
の
も
の
が
多
か
う
た
乙
と
は
記
惜
し
ね
ば
な
ら
ね
。
且
っ
そ
の
系
統
か
ら
い
へ
ば
身
延
へ
直
接
買
集



せ
ら
れ
た
も
の
は
、
房
州
闘
係
め
も
必
凶
健
全
一
台
闘
係
の
も
の
が
巾
心
配
な
し
た
様
で
あ
る
つ
凶
仁
沿
道
民
関
係
の
も

の
に
就

τは
、
前
越
の
如
〈
中
山
仁
も
身
延
に
も
な
か
っ
た
し
、

｛
立
正
視
紗
」
等
の
例
か
ら
見
れ
ば
、
京
都
方
面
仁

あ
っ
た
様
で
あ
る
。
此
の
事
買
は
或
る
人
も
い
ふ
如
く
、
最
運
房
が
後
年
赦
免
せ
ら
れ
て
か
ら
、
下
山
に
迭
ら
れ
た
と

い
ふ
が
、
或
は
再
び
京
都
へ
蹄
ら
れ
た
左
詮
に
も
な
0
得
る
。
殊
に
「
立
正
翻
鉢
」
や
「
十
入
国
禍
紗
」
な
ど
、
注
門

の
内
容
か
ら
も
し
か
思
惟
せ
ら
る
、
の
で
ゐ
る
。

以
上
身
延
の
御
真
蹟
に
就
て
大
体
を
述
べ
た
が
、
若
し
録
内
外
の
貰
集
に
就
て
は
、
稿
を
改
め
て
遁
べ
て
み
た
い
と

思
ふ
。
（
昭
和
三
、

一O
、
二
、
）

右
一
編

擬
糊
明
第
三
川
一
ぷ
十
抗
日
持

身
延
山
御
回
目
以
に
就
て

四
七


